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本
会
議
の
概
要

平
成　

年
第
１
回

１９定
例
会
日
誌

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
（
鈴
木
洋
子
議
長
）
は
２
月　

日
に
開
会
し
、
３

１９

２１

月　

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

２１

市民に使っていただきたい、生ごみ電動処理機の一例
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,私立幼稚園保護者補助金条例を可決私立幼稚園保護者補助金条例を可決
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平成１９年第２回定例会
 !!"平成１９年６月１日!
平成１９年第３回定例会
 !!"平成１９年９月３日!
平成１９年第４回定例会
 !!"平成１９年１１月３０日!
平成２０年第１回定例会
 !!"平成２０年２月２１日!

平成１９年度の定例会開会予定日は次のとおりです。 【
２
月
】

　

日　

本
会
議
（
議
案
審
議
及
び

２１

採
決
、
平
成　

年
度
施
政

１９

方
針
）

　

日　

本
会
議
（
議
案
審
議
）

２２
　

日　

本
会
議

２３
　

日　

本
会
議
（
平
成　

年
度
施

２５

１９

政
方
針
に
対
す
る
質
疑
）

　

日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

２７
　

日　

本
会
議

２８【
３
月
】

１
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

２
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議

員
提
出
議
案
の
審
議
及
び

採
決
、
請
願
・
陳
情
の
委

員
会
付
託
）

５
日　

厚
生
文
教
委
員
会

６
日　

建
設
環
境
委
員
会

７
日　

総
務
企
画
委
員
会

８
日

９
日　

予
算
特
別
委
員
会

　

日
１２
　

日
１３
　

日　

駅
周
辺
整
備
調
査
特
別
委

１４

員
会

　

日　

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委

１５

員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１６
　
　
　

駅
周
辺
整
備
調
査
特
別
委

員
会

　
　
　

本
会
議（
陳
情
の
訂
正
・
撤

回
、議
案
審
議
及
び
採
決
）

　

日　

本
会
議
（
議
案
の
訂
正
及

２０

び
委
員
会
付
託
案
件
の
採

決
）

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

２１

件
の
採
決
、
議
員
提
出
議

案
の
審
議
及
び
採
決
）

! ! !! !

　

芸
術
文
化
の
根
付
く
心
豊
か
な
地
域
社
会

を
実
現
し
、
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
条
例
で
す
。
市
民
の
芸
術
文

化
の
振
興
を
、
行
政
だ
け
が
担
う
も
の
で
は
な
く
、
市
、
市
民
及
び
企
業
、
文

化
団
体
等
が
協
働
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

芸
術
文
化
振
興
条
例

　

議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
で
、
私
立
幼

稚
園
及
び
幼
稚
園
類
似
の
幼
児
施
設
に
在
籍

す
る
幼
児
の
保
護
者
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
す
る
も
の
で
す
。
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

し
、
幼
児
教
育
の
振
興
と
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成　

年　

月

１９

１０

に
施
行
し
ま
す
。

私
立
幼
稚
園
等
園
児 

保
護
者
補
助
金
の
交
付

に

関

す

る

条

例

　

少
子
化
対
策
及
び
子
育
て
支
援
対
策
と
し

て
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
出
産
費
用
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
額
を　

万
円
か
ら　

万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
、
ま
た
、
感
染
症
の

３５

４０

予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
に
改
正
す
る
も

の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

!!! !!!

　

食
育
基
本
法
第　

条
の
規
定
に
基
づ
き
、

３３

市
の
食
育
推
進
会
議
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
を
定
め

る
条
例
で
す
。
こ
の
会
議
は
、
市
民
、
学
識
経
験
者
な
ど
の　

名
の
委
員
で
構

１２

成
さ
れ
、
市
の
食
育
推
進
計
画
の
作
成
及
び
そ
の
実
施
の
推
進
な
ど
の
審
議
を

行
い
ま
す
。

食
育
推
進
会
議

設

置

条

例
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平

成　

年

度

１９

一
般
会
計
予
算

　

２
月　

日
の
本
会
議
に
歳
入
歳
出
予
算
総

２２

額
を　

億
８
千　

万
円
と
す
る
予
算
が
提
案

３４０

５００

さ
れ
ま
し
た
が
、
予
算
特
別
委
員
会
等
の
審

査
状
況
を
勘
案
し
て
、
３
月　

日
に
市
長
か
ら　

億
２
千　

万
円
に
訂
正
し
た

２０

３４１

９２５

予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

訂
正
内
容
は
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
う
市
長
選
挙
用
ビ
ラ
の
公
費
負
担
、

（
仮
称
）
新
焼
却
施
設
建
設
場
所
選
定
等
市
民
検
討
委
員
会
の
委
員
増
員
に
伴

う
謝
礼
、
生
ご
み
の
電
動
式
処
理
機
購
入
費
の
補
助
率　

％
（
上
限
額
５
万
円
）

８０

及
び
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
購
入
費
の
補
助
率　

％
（
上
限
額
８
千
円
）
に
引
き
上

８０

げ
る
こ
と
に
伴
う
増
額
等
で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
予
算
で
は
、
担
当
部
局
が
事
業
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
有

効
な
財
源
配
分
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
枠
配
分
予
算
方
式
を
企
画

財
政
部
と
教
育
部
で
試
行
的
に
行
い
ま
す
。



議 会 だ よ り平成１９年（２００７年）４月２７日発行 （２１０号）　　－２－

審
議
し
た
主
な
議
案

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

１９

２
月　

日
の
本
会
議
で
設
置
し
た

２２

議
長
を
除
く
全
議
員
（　

名
）
で

２３

構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
に
付

託
し
審
査
し
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
予
算
の
主
な
も
の

は
、
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
連
続
立
体
交

差
事
業
負
担
金
の
約
９
億
４
千　
１００

万
円
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
１

地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

分
担
金
１
億
９
千　

万
円
、
同
再

８００

開
発
事
業
に
係
る
区
画
道
路
な
ど

の
整
備
に
要
す
る
負
担
金
１
億
４

千　

万
円
、
東
小
金
井
駅
北
口
土

６０３
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
土
地

の
評
価
な
ど
の
委
託
料
や
用
地
取

得
費
約
２
億
５
千　

万
円
、
連
雀

６００

通
り
前
原
坂
上
交
差
点
東
か
ら
第

一
小
学
校
交
差
点
東
ま
で
の
区
間

を
拡
幅
整
備
す
る
た
め
の
経
費
約

４
億
２
千
万
円
、
市
内
小
・
中
学

校
の
校
舎
耐
震
補
強
工
事
な
ど
学

校
施
設
整
備
に
要
す
る
経
費
約　
１０

億
８
千　

万
円
な
ど
で
す
。

１００

　

な
お
、
３
月　

日
の
本
会
議
で

２０

は
、（
仮
称
）
新
焼
却
施
設
建
設
場

所
選
定
等
市
民
検
討
委
員
会
委
員

の
増
員
に
伴
う
謝
礼
、
生
ご
み
減

量
化
処
理
機
器
購
入
費
補
助
金
な

ど
を
増
額
す
る
た
め
に
、
４
千　
４２５

万
円
を
増
額
す
る
予
算
の
訂
正
が

市
長
か
ら
出
さ
れ
、
最
終
的
な
予

算
額
は
、
前
年
度
の
当
初
予
算
額

と
比
べ
て
、
約
６
％
減
の　

億
２

３４１

千　

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

９２５

　

ま
た
、
同
日
の
本
会
議
で
は
、

再
開
発
事
業
や
区
画
整
理
事
業
に

関
す
る
予
算
な
ど
を
削
減
、
生
活

保
護
法
外
援
護
事
業
に
関
す
る
予

算
な
ど
を
増
額
す
る
組
替
え
動
議

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の

結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
否
決
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
市
長
が
提
案

し
た
予
算
案（
原
案
）の
採
決
を
行

い
、
起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
補
正

１８

予
算
２
件
、
特
別
会
計
補
正
予
算

５
件
及
び
平
成　

年
度
の
各
特
別

１９

会
計
予
算
５
件
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
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平
成　

年
度
に
お
け
る
一
般
会

１８

計
予
算
の
最
終
的
な
補
正
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
各
予
算
項
目
の
執
行

状
況
等
に
応
じ
て
予
算
額
の
増
減

を
行
う
計
数
の
整
理
が
大
部
分
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

次
年
度
の
予
算
に
関
わ
る
も
の

と
し
て
、
医
療
保
険
制
度
改
正
に

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
を
対
応
さ
せ

る
改
修
費
用
、
都
道　

号
線
の
用

１３４

地
取
得
に
伴
う
物
件
補
償
費
、
武

蔵
小
金
井
駅
南
口
の
再
開
発
事
業

の
分
担
金
は
、
年
度
内
に
予
算
が

執
行
で
き
な
い
た
め
、
翌
年
度
に

繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
繰
越
明
許
費
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、（
仮
称
）
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
の
取
得
費
、
中
間
処
理
場
の

事
務
所
棟
を
新
築
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
複
数
年
度
に
ま
た
が
っ

て
予
算
を
執
行
す
る
債
務
負
担
行

為
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
将
来
の
財
政
負
担
に

備
え
る
財
政
調
整
基
金
、
職
員
の

大
量
退
職
に
備
え
る
退
職
手
当
基

金
、
庁
舎
建
設
の
基
金
、
今
後
の

ご
み
行
政
に
係
る
負
担
を
考
慮
し

た
環
境
基
金
等
の
積
み
増
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

補
正
予
算
の
特
徴
は
、
財
政
調

整
基
金
に
５
億
円
、
職
員
退
職
手

当
基
金
に
２
億
円
、
庁
舎
建
設
基

金
に
３
千
万
円
積
み
立
て
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
庶
民
負
担

増
が
一
気
に
押
し
寄
せ
、
市
民
に

は
国
保
税
や
介
護
保
険
料
の
値
上

げ
を
行
い
、
そ
の
中
で
増
え
た
税

収
を
基
金
に
積
み
立
て
る
補
正
予

算
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

赤
字
債
の
臨
時
財
政
対
策
債
は

発
行
可
能
額
よ
り
１
億
円
減
額
さ

れ
た
。
さ
ら
に
平
成　

年
度
末
に

１８

は
、
退
職
手
当
基
金
と
財
政
調
整

基
金
が
そ
れ
ぞ
れ
８
億
円
、　

億
１５

円
と
な
り
、
今
後
の
財
政
運
営
の

堅
実
性
が
増
し
た
。
環
境
基
金
を

積
み
増
し
た
こ
と
は
、　

年
後
の

１０

焼
却
施
設
建
設
に
向
け
て
の
積
極

的
な
姿
勢
と
い
え
る
。

 　

こ
の
条
例
は
、
文
化
芸
術
振
興

基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

市
に
潜
在
す
る
豊
富
な
文
化
資
源

の
有
効
活
用
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
芸
術

文
化
の
振
興
の
た
め
に
制
定
す
る

も
の
で
す
。

　

特
徴
と
し
て
は
、
文
化
の
概
念

を
芸
術
文
化
に
特
化
し
た
も
の
と

し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
条
例
は

多
摩
地
区
で
は
初
め
て
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
市
と
市
民
及
び
文
化

団
体
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
も

と
で
協
働
の
上
、
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
っ

て
い
く
こ
と
な
ど
で
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

市
内
在
住
の
多
く
の
文
化
人
、

文
化
を
愛
す
る
市
民
に
と
っ
て
、

待
ち
に
待
っ
た
条
例
で
あ
る
。
策

定
過
程
で
は
公
募
市
民
を
交
え
た

芸
術
文
化
振
興
条
例

委
員
会
が
開
か
れ
、
一
般
市
民
に

門
戸
を
開
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
開
催
さ
れ
て
、
市
民
の
声
が
正

し
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
将
来
、

芸
術
文
化
の
豊
か
な
恵
み
が
多
く

の
市
民
に
行
き
渡
る
こ
と
を
願
う
。

 　

市
の
単
独
事
業
と
し
て
、
現
在

３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し

て
い
る
方
に
係
る
所
得
制
限
の
適

用
を
除
外
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
子
育
て
支
援

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、

所
得
制
限
の
適
用
除
外
を
義
務
教

育
就
学
前
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て

い
る
方
に
ま
で
、
拡
大
す
る
こ
と

を
主
な
内
容
と
し
た
改
正
で
す
。

　

な
お
、
本
条
例
は
平
成　

年　
１９

１０

月
か
ら
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

小
金
井
市
乳
幼
児
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

反
対
討
論
（
要
旨
）

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

生
き
る
た
め
に
必
要
な
費
用
は

無
料
化
す
べ
き
だ
が
、
国
は
難
病

者
医
療
費
助
成
カ
ッ
ト
な
ど
逆
行

し
て
い
る
。
乳
幼
児
医
療
費
に
偏

っ
た
所
得
制
限
廃
止
は
市
の
限
ら

れ
た
予
算
の
優
先
課
題
で
は
な
い
。

過
剰
で
安
易
な
医
療
や
薬
へ
の
依

存
が
助
長
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。

労
働
環
境
の
改
善
や
多
様
な
相
談

体
制
の
充
実
こ
そ
が
必
要
だ
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

紀　

由
起
子
（
公
明
党
）

　

市
議
会
公
明
党
の
提
案
で
子
育

て
支
援
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
平

成　

年
度
に
乳
幼
児
の
医
療
費
無

１３
料
化
（
所
得
制
限
な
し
）
を
０
歳

に
、
平
成　

年
度
か
ら
は
３
歳
未

１７

満
児
ま
で
拡
充
し
て
き
た
。
子
育

て
世
代
で
一
番
要
望
の
高
い
こ
と

だ
け
に
、　

年
度
か
ら
就
学
前
ま

１９

で
拡
充
す
る
市
長
の
英
断
を
高
く

評
価
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

!
ご
み
施
設
へ
の
市
長
の
対
応

で
は
ご
み
を
受
け
入
れ
る
各
市
や

候
補
地
周
辺
住
民
の
非
難
に
応
え

き
れ
な
い
。
国
分
寺
市
と
の
ご
み

処
理
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
再
検
討
を

求
め
る
。
!
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
取
得
日
程
の
遅
れ
の
責
任
を
隠

蔽
し
て
い
る
。
!
格
差
是
正
や
温

暖
化
防
止
策
が
不
十
分
。
な
ど
の

理
由
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
根
三
枝
（
自
由
民
主
）

　

予
算
規
模
は　

億
２
千　

万
円

３４１

９２５

で
、
市
税
は　

億
５
千
万
円
の
増

１２

と
自
主
的
財
源
の
拡
充
と
な
っ
た
。

　

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
中
、

人
件
費
の
割
合
は　

・
４
％
と
な

２４

り
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
で
も

人
件
費　

万
円
減
、
職
員
給
１
億

５００

５
千
万
円
減
と
更
な
る
改
革
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
本
予
算
執
行
を

稲
葉
市
長
が
す
る
こ
と
を
願
っ
て
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

第
１
は
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど

市
民
生
活
を
守
る
対
策
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
。
第
２
に
、
武
蔵
小

金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
、
東
小

金
井
駅
北
口
区
画
整
理
事
業
な
ど

住
民
の
合
意
が
不
十
分
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
第
３
に
新
焼
却
施
設
の

問
題
で
、
ご
み
の
安
定
的
な
処
理

に
不
安
を
残
す
結
果
と
な
っ
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

公
会
堂
に
代
わ
る
新
た
な
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
の
着
工
も
目
前
と

な
り
、
そ
の
関
連
事
業
費
が
予
算

化
さ
れ
た
。
一
方
、
国
分
寺
市
や

近
隣
市
に
可
燃
ご
み
の
支
援
を
お

願
い
す
る
の
で
、
今
以
上
の
減
量

を
推
進
す
る
た
め
、
家
庭
用
の
電

動
生
ご
み
処
理
機
１
千
台
以
上
の

購
入
費
補
助
の
費
用
が
計
上
さ
れ

る
な
ど
不
可
欠
の
予
算
だ
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

村
山
秀
貴
（
民
主
党
）

　

安
全
・
安
心
メ
ー
ル
配
信
シ
ス

テ
ム
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
、

乳
幼
児
医
療
の
所
得
制
限
の
全
廃
、

待
機
児
解
消
の
た
め
民
間
保
育
所

補
助
金
の
増
額
、
生
ご
み
減
量
化

処
理
機
器
購
入
費
補
助
金
を
大
幅

に
増
額
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
す

る
。
ご
み
問
題
は
、
議
会
、
行
政
、

市
民
が
、
皆
で
協
力
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
。

! !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! 　

新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
建
設

場
所
に
つ
い
て
市
民
の
合
意
に
よ

り
決
定
す
る
た
め
、
検
討
委
員
会

を
条
例
で
設
置
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　

市
長
が
提
案
し
た
要
綱
と
の
違

い
は
、
委
員
会
の
名
称
を
焼
却
場

か
ら
可
燃
ご
み
処
理
施
設
と
す
る
、

所
掌
事
項
に
処
理
方
式
の
比
較
考

量
の
項
目
の
追
加
、
委
員
定
数
を

　

人
か
ら　

人
へ
変
更
す
る
、
公

２７

３１

募
委
員
の
抽
選
を
公
開
で
行
う
等

新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
建
設
場

所
選
定
等
市
民
検
討
委
員
会
設

置
条
例
（
議
員
提
案
）

で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

起
立
少
数
に
よ
り
否
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
の
風
）

　

市
民
検
討
委
員
会
は
条
例
に
よ

る
設
置
が
必
要
で
あ
る
。
賛
成
の

理
由
の
第
１
は
、
焼
却
に
限
定
し

な
い
検
討
が
出
来
る
。
第
２
は
、

所
掌
事
項
に
「
処
理
方
式
の
比
較

考
量
に
関
す
る
こ
と
」
を
明
記
し

て
い
る
。
第
３
は
、
委
員
数
を
増

や
し
て
い
る
。
第
４
は
、
新
可
燃

ご
み
処
理
施
設
市
民
会
議
と
の
協

議
を
位
置
付
け
て
い
る
。

 　

医
療
機
関
に
一
定
以
上
入
院
し

た　

歳
以
上
の
方
に
対
し
、
入
院

６５
見
舞
金
を
支
給
し
、
生
活
の
安
定

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。
東
京
都
の
老
人
医
療

費
助
成
事
業
に
準
じ
た
所
得
制
限

を
設
け
、
入
院
日
数
７
日
以
上　
６０

日
以
下
は
１
万
円
、　

日
以
上
の

６１

場
合
は
２
万
円
を
、
年
度
に
お
い

て
１
回
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
条
例
は
平
成　

年　
１９

１０

高
齢
者
入
院
見
舞
金
支
給
条
例

（
議　

員　

提　

案
）

月
実
施
を
求
め
た
も
の
で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

起
立
少
数
に
よ
り
否
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

こ
の
間
の
増
税
、
医
療
制
度
改

革
な
ど
に
よ
る
負
担
増
で
、
高
齢

者
の
暮
ら
し
医
療
は
大
変
な
現
状

に
あ
る
。こ
う
し
た
中
で
、費
用
負

担
も
か
か
る
入
院
に
際
し
て
、
せ

め
て
見
舞
金
を
支
給
す
る
こ
と
は
、

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
励
ま
す

意
味
で
重
要
で
あ
る
。
三
多
摩
各

市
の
中
で
も
行
わ
れ
て
い
る
事
業

で
あ
り
、
実
現
を
求
め
る
。

平

成　

年

度

一

般

会

計

予

算

１９

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
回
）

１８



平成１９年（２００７年）４月２７日発行－３－　　（２１０号） 議 会 だ よ り

　

年
下
期
に
示
す
意
向
。
!

１９構
造
上
は
可
能
だ
が
Ｊ
Ｒ
は

否
定
的
。

　

市
長　

!
高
架
複
々
線
の

計
画
で
あ
っ
た
が
、
用
地
確

保
に
無
理
が
あ
り
在
来
線
だ

け
を
高
架
と
し
、
新
線
は
地

下
化
で
都
市
計
画
決
定
さ
れ

て
い
る
。
地
下
の
新
線
で
は

小
金
井
市
に
駅
は
無
い
。

統
は
多
く
通
勤
通
学
者
の
利

便
性
も
考
慮
し
、
商
工
会
と

も
連
携
し
て
通
勤
特
別
快
速

が
停
車
で
き
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
に

働
き
か
け
を
せ
よ
。
!
地
下

化
に
よ
る
複
々
線
が
計
画
さ

れ
て
い
る
と
聞
く
が
説
明
を

求
め
る
。

　

都
市
建
設
部
長　

!
４
千

　

!
を
基
本
に
市
の
要
望
を

２３６

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

!
中
央
線
高
架
下
利
用
に

つ
い
て
は
駐
輪
場
や
市
役
所

支
所
な
ど
市
民
要
望
を
優
先

す
る
べ
き
と
考
え
る
。
市
と

Ｊ
Ｒ
の
考
え
を
問
う
。
!
高

架
後
、
武
蔵
小
金
井
駅
は
２

面
４
線
と
な
る
。
乗
降
客
数

　

万
７
千
人
で
す
が
南
北
方

１０面
か
ら
の
バ
ス
乗
り
入
れ
系

東
京
都
の
委

員
会
に
提
出

し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
の
利
用

計
画
は
平
成

中
央
線
高
架
に
関
し
て
問
う

中
央
線
高
架
に
関
し
て
問
う

野
球
場
は
市
域
に
あ
る
。
将

来
市
が
購
入
す
る
事
も
含
め

て
ス
ポ
ー
ツ
総
合
施
策
に
つ

い
て
問
う
。

　

市
長　

運
動
施
設
の
現
状

は
貧
弱
だ
と
思
う
。
基
金
を

積
み
立
て
る
な
ど
し
て
、
広

い
土
地
が
売
り
に
出
た
時
に

備
え
財
政
力
を
つ
け
る
必
要

が
あ
る
。

れ
た
。
少
年
ス
ポ
ー
ツ
に
開

放
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　

教
育
部
次
長　

検
討
し
て

み
た
い
。

　

!
梶
野
公
園
を
約
９
億
円

で
購
入
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
が

出
来
る
多
目
的
公
園
に
し
て

も
ら
い
た
い
。

　

環
境
部
長　

ス
ポ
ー
ツ
利

用
等
も
平
行
し
て
使
用
出
来

高
木
真
人
（
自
由
民
主
）

　

!
ス
ポ
ー
ツ
が
子
ど
も
の

心
身
の
発
達
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
。

　

教
育
部
長　

体
力
、
知
力
、

気
力
が
一
体
と
な
り
、
生
き

る
力
の
重
要
な
要
素
と
な
っ

て
い
る
と
理
解
す
る
。

　

!
小
金
井
公
園
に
緑
地
が

約
校
庭
３
校
分
新
た
に
生
ま

る
と
考
え
る
。

今
後
市
民
の

意
見
を
聞
い

て
み
た
い
。

　

!
二
枚
橋

「
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」

「
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」

に
つ
い
て
問
う

に
つ
い
て
問
う

!
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱

の
中
で
役
立
て
た
い
。
!
質

問
の
趣
旨
を
頭
に
入
れ
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

　

市
長　

!
積
極
的
に
活
用

し
た
い
。
!
新
た
な
事
業
展

開
時
の
参
考
に
し
た
い
。
!

例
え
ど
ん
な
施
設
が
入
ろ
う

と
検
討
の
材
料
に
し
た
い
。

と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
実
施
基
準
を

作
る
べ
き
。
!
東
小
金
井
駅

北
口
公
共
施
設
整
備
の
中
で

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
生
か
し
て
温
泉
施

設
を
作
ら
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

!
長
期

計
画
策
定
本
部
で
市
民
参
加

も
行
っ
て
検
討
す
る
。
!
第

４
次
基
本
構
想
の
中
で
大
き

な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
み

宮
崎
晴
光
（
民
主
党
）

　

!
第
４
次
基
本
構
想
で
公

共
施
設
配
置
計
画
を
ど
う
準

備
し
進
捗
す
る
か
。
!
民
間

活
力
利
用
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を

小
金
井
行
政
と
し
て
ど
う
評

価
す
る
か
。
!
こ
れ
ま
で
Ｐ

Ｆ
Ｉ
を
具
体
的
に
検
討
し
た

か
。
!
第
４
次
基
本
構
想
中

で
ど
う
生
か
せ
る
か
。
!
市

た
い
。
!
再

開
発
第
２
地

区
の
中
で
検

討
し
た
が
困

難
だ
っ
た
。

小
金
井
市
に
於
け
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ

小
金
井
市
に
於
け
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
の
導
入
に
つ
い
て

方
式
の
導
入
に
つ
い
て

議　

決　

結　

果

○賛成　　×反対　　△退席付

託

先

議案の審議結果 会派名（人数）　 　　※議長は除く
改
革
連
合
!

日
本
共
産
党
!

民

主

党

!

公

明

党

!

み
ど
り
の
風
!

自
由
民
主
!

原案可決○×○○×○予平成１８年度小金井市一般会計補正予算（第６回）

第

１

回

定

例

会

原案可決○×○○○○予平成１８年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第２回）
原案可決○×○○×○予平成１８年度小金井市下水道事業特別会計補正予算（第３回）
原案可決○○○○○○予平成１８年度小金井市受託水道事業特別会計補正予算（第２回）
原案可決○×○○○○予平成１８年度小金井市老人保健医療特別会計補正予算（第２回）
原案可決○○○○○３

×２○予平成１８年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第３回）
原案可決○×○○×○予平成１９年度小金井市一般会計予算
否決×○××××即決平成１９年度小金井市一般会計予算に対する組替え動議

原案可決○×○○○○予平成１９年度小金井市国民健康保険特別会計予算
原案可決○×○○×○予平成１９年度小金井市下水道事業特別会計予算
原案可決○○○○○○予平成１９年度小金井市受託水道事業特別会計予算
原案可決○×○○○○予平成１９年度小金井市老人保健医療特別会計予算
原案可決○○○○○３

×２○予平成１９年度小金井市介護保険特別会計予算
原案可決○△○○○○総小金井市芸術文化振興条例
原案可決○○○○○○総公聴会参加者等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例
原案可決○○○○○○総固定資産評価員の給料等に関する条例を廃止する条例
原案可決○○○○○○即決職員の給与に関する条例の特例に関する条例
原案可決○○○○○○厚小金井市誌編さん委員会条例の一部を改正する条例
原案可決○○○○○○厚小金井市障害者福祉センター条例の一部を改正する条例
原案可決○○○○○４

×１○厚小金井市乳幼児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
原案可決○○○○○○厚小金井市国民健康保険条例の一部を改正する条例
原案可決○○○○○○総小金井市食育推進会議設置条例
原案可決○○○○○○建小金井市下水道条例の一部を改正する条例
原案可決○×○○○○総東京市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約
原案可決○○○○○○厚昭和病院組合規約の一部を改正する規約
原案可決○×○○○○即決湖南衛生組合規約の一部を改正する規約
原案可決○○○○○○予平成１８年度小金井市一般会計補正予算（第７回）
原案可決○○○○○○即決小金井市議会議員及び小金井市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例
原案可決○○○○○○即決平成１９年４月に小金井市長及び小金井市副市長に支給する給料の特例に関する条例
可決○○○○○○即決小金井市立緑小学校校舎耐震補強工事（その１）請負変更契約締結の追認について
可決○○○○○○即決小金井市立小金井第四小学校校舎耐震補強工事請負変更契約締結の追認について
否決×○××○×厚小金井市高齢者入院見舞金支給条例（議員提案）

原案可決○○○○○○厚小金井市私立幼稚園等園児保護者補助金の交付に関する条例（議員提案）
否決×○×１

△３×○×厚小金井市ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例（議員提案）

否決×○×２
△２×○×即決小金井市新可燃ごみ処理施設建設場所選定等市民検討委員会設置条例（議員提案）

付託先略称　即決：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　厚：厚生文教委員会　建：建設環境委員会　予：予算特別委員会

（自由民主）自由民主クラブ
（みどりの風）みどりの風
（公明党）小金井市議会公明党
（民主党）民主党小金井市議団
（日本共産党）日本共産党小金井市議団
（改革連合）改革連合

会
派
の
略
称

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 （３ページ～５ページ）
２７・２８・１・２日



議 会 だ よ り平成１９年（２００７年）４月２７日発行 （２１０号）　　－４－

使
用
を
中
止
し
て
い
る
。
!
財
政
当
局

と
も
調
整
し
な
が
ら
計
画
を
立
て
て
、

速
や
か
に
撤
去
し
て
い
く
。
!
他
市
の

事
例
を
調
査
し
、
で
き
る
だ
け
経
費
の

か
か
ら
な
い
、
し
か
も
安
全
な
方
法
を

考
慮
し
て
い
く
。

■
こ
の
他
、
宮
崎
県
日
向
市
に
お
け
る
、

駅
周
辺
活
性
化
の
取
組
等
を
紹
介
し
、

行
政
か
ら
積
極
的
に
商
店
主
や
商
工
会

と
連
携
を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
と

強
調
し
た
。

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
は
、
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
小
型
簡
易
焼
却
炉
が
長
年

置
い
て
あ
る
。
!
使
用
停
止
に
な
っ
た

の
は
い
つ
か
。
!
児
童
・
生
徒
へ
の
影

響
を
考
慮
し
、
早
急
に
全
て
撤
去
す
べ

く
、
安
全
な
方
法
で
の
実
施
計
画
を
立

て
よ
。
!
撤
去
費
用
に
つ
い
て
、
現
地

解
体
方
式
か
ら
移
送
方
式
へ
変
更
し
、

大
幅
に
経
費
節
減
し
た
事
例
も
あ
る
。

先
進
市
を
よ
く
調
べ
て
も
ら
い
た
い
。

　

教
育
部
長　

!
平
成　

年
４
月
か
ら

１０

小
・
中
学
校
の
簡
易
焼
却
炉
の

小
・
中
学
校
の
簡
易
焼
却
炉
の

早
期
撤
去
を
求
め
る

早
期
撤
去
を
求
め
る

ご
み
処
理
施
設
問
題

ご
み
処
理
施
設
問
題

の
進
め
方
に
つ
い
て

の
進
め
方
に
つ
い
て

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

!
２
候
補
地
以
外
の
公
園
な
ど
の
再

検
討
の
要
望
が
市
民
説
明
会
や
市
議
会

で
も
再
三
に
わ
た
っ
て
出
て
い
る
。
市

長
は
６
月
の
市
民
検
討
委
員
会
を
待
た

ず
、
東
京
都
と
政
治
レ
ベ
ル
で
交
渉
せ

よ
。
!
新
候
補
地
が
出
る
こ
と
を
国
分

寺
市
と
は
事
前
に
了
解
を
取
っ
た
の
か
。

!
国
分
寺
市
と
の
事
前
協
議
で
は
焼
却

以
外
の
処
理
方
法
も
議
論
を
。
!
関
心

あ
る
市
民
が
参
加
で
き
る
市
民
会
議
の

設
置
を
。

　

市
長　

!
市
民
検
討
委
員
会
で
議
論

に
な
れ
ば
だ
が
、
我
々
も
か
な
り
検
討

し
て
き
た
の
で
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

!
現
在

話
し
て
い
な
い
。
!
処
理
方
式
ま
で
踏

み
込
ん
で
そ
こ
で
議
論
す
る
か
は
こ
れ

か
ら
詰
め
る
。
!
候
補
地
が
絞
ら
れ
る

段
階
で
地
域
懇
談
会
を
開
催
す
る
考
え

だ
。

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら

守
る
た
め
の
し
く
み
を

守
る
た
め
の
し
く
み
を

小
山
美
香
（
み
ど
り
の
風
）

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
児
童
福
祉
法
等
が
改
正
さ
れ
、

個
々
の
問
題
に
き
ち
ん
と
対
応
す
る
体

制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
!
相
談
体
制

は
。
!
深
刻
な
ケ
ー
ス
は
あ
る
か
。
!

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
虐
待
の

問
題
解
決
の
た
め
の
専
門
職
員
を
増
員

す
べ
き
。
!
４
月
か
ら
庁
内
に
子
ど
も

家
庭
部
が
で
き
る
が
、
幼
稚
園
と
学
校

は
教
育
委
員
会
の
ま
ま
。
子
ど
も
に
関

す
る
総
合
窓
口
を
つ
く
ら
な
い
か
。
!

子
ど
も
の
緊
急
保
護
が
必
要
な
場
合
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
で
シ
ェ
ル
タ
ー

の
一
時
的
な
役
割
が
で
き
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
次
長　

!
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援
課
に
お

い
て
、
児
童
相
談
所
と
連
携
し
て
い
る
。

!
年
々
増
え
て
い
る
。
!
新
た
に
職
員

を
３
人
配
置
し
、
１
人
は
虐
待
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
に
す
る
。
!
関
係
機
関
で

連
携
し
、
子
育
て
支
援
課
で
相
談
業
務

を
充
実
さ
せ
た
い
。
!
検
討
し
た
い
。

財
政
健
全
化
と

財
政
健
全
化
と

住
ん
で
良
か
っ
た
街
づ
く
り

住
ん
で
良
か
っ
た
街
づ
く
り

伊
藤
隆
文
（
自
由
民
主
）

　

!
夕
張
市
の
厳
し
い
再
建
計
画
は
他

山
の
石
か
。
!
行
財
政
健
全
化
が
進
み
、

今
後
の
重
点
施
策
は
。
!
最
重
要
課
題

の
安
全
安
心
の
た
め
の
債
務
負
担
限
度

は
。
!
!
南
口
第
２
地
区
の
見
通
し
と

東
側
対
策
は
。
!
連
雀
通
り
の
拡
幅
は
。

!
東
小
金
井
駅
北
口
の
見
通
し
と
東
大

通
り
の
両
方
通
行
は
。
!
新
ご
み
処
理

施
設
は
地
下
で
ガ
ス
化
。

　

市
長　

!
行
財
政
改
革
は
常
に
必
要
。

　

企
画
財
政
部
長　

!
市
民
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
向
上
で
快
適
な
市
民
生
活
実
現
。

!
起
債
は
健
全
数
値
で
収
支
も
均
衡
。

　

開
発
事
業
本
部
長　

!
!
本
格
的
調

査
。
!
平
成　

年
度
完
成
を
目
途
に
。

２０

!　

年
秋
着
工
、　

年
完
成
見
込
み
。

２０

２４

東
大
通
り
は　

年
度
末
完
成
予
定
。

２３

　

経
済
課
長　

!
!
六
地
蔵
を
整
備
し

来
街
者
を
回
遊
。
商
工
会
の
活
性
化
計

画
策
定
で
商
店
街
と
連
携
し
て
対
応
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

!
費
用

を
考
慮
。
ガ
ス
化
は
専
門
委
で
検
討
。

さ
ら
な
る
ご
み
減
量

さ
ら
な
る
ご
み
減
量

に
向
け
て

に
向
け
て

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

!
!
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
を
奨
励
し
、

埋
立
て
や
焼
却
処
分
に
な
っ
て
い
る
レ

ジ
袋
削
減
を
目
途
に
、
有
料
ご
み
袋
取

扱
店
に
よ
る
１
枚
売
り
を
実
施
し
な
い

か
。
!
割
り
箸
で
は
な
く
塗
り
箸
利
用

を
飲
食
店
に
協
力
要
請
を
。
!
職
員
食

堂
で
の
塗
り
箸
へ
の
移
行
は
。

　

環
境
部
長　

!
"
調
査
を
し
検
討
。

　

総
務
部
長　

!
洗
い
箸
と
食
器
洗
い

乾
燥
機
を
予
算
化
し
、
実
施
す
る
。

　

!
災
害
や
事
故
発
生
時
に
役
立
つ
よ

う
!
市
職
員
に
救
急
救
命
講
習
受
講
を
。

!
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
施
設
外
設
置
の
可
能
性
は
。

　

総
務
部
長　

!
全
職
員
を
対
象
に
受

講
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。
!
現
時

点
で
は
施
設
外
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　

!
貫
井
大
橋
か
ら
西
の
野
川
側
道
、

特
に
西
之
橋
か
ら
鞍
尾
根
橋
の
間
が
暗

く
て
危
険
な
の
で
、
街
路
灯
を
都
と
調

整
し
て
設
置
で
き
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

関
係
課
含
め
て
東
京
都

と
設
置
に
向
け
て
協
議
を
し
て
い
く
。

旧
耐
震
マ
ン
シ
ョ
ン
の

旧
耐
震
マ
ン
シ
ョ
ン
の

耐
震
化
を
促
進
す
べ
き

耐
震
化
を
促
進
す
べ
き

斎
藤
康
夫
（
民
主
党
）

　

東
京
都
耐
震
促
進
計
画
の
素
案
が
発

表
さ
れ
た
。
!
合
意
形
成
が
難
し
い
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
耐
震
助
成
制
度
を

活
用
せ
よ
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
現
に

他
市
で
は
耐
震
診
断
の
助
成
制
度
を
定

め
て
い
る
。
小
金
井
市
で
も
助
成
制
度

を
策
定
す
る
べ
き
で
あ
る
。
!
同
時
に

耐
震
補
強
工
事
も
、
せ
め
て
利
子
補
給

す
べ
き
で
あ
る
。
!
助
成
制
度
策
定
前

に
、
自
費
で
診
断
し
た
場
合
、
遡
及
し

て
助
成
す
べ
き
。

　

都
市
建
設
部
長　

!
平
成　

年
３
月

２０

ま
で
に
は
策
定
す
る
が
、
内
容
は
他
市

の
動
向
を
み
た
い
。
!
改
良
工
事
の
利

子
補
給
は
直
接
東
京
都
に
申
請
で
き
る
。

!
遡
及
に
つ
い
て
は
難
し
い
と
思
う
が
、

策
定
時
ま
で
に
検
討
し
た
い
。

　

市
長　

!
私
の
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
も

該
当
す
る
。
今
後
の
研
究
課
題
で
他
市

の
動
向
を
見
て
判
断
す
る
。

も
可
能
性
が
あ
る
の
か
。

　

市
長　

!
こ
れ
か
ら
建
て
て
い
く
わ

け
で
、
稼
動
は　

年
後
で
あ
る
。
!
現

１０

時
点
で
は
そ
う
い
う
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
!
二
枚
橋
に
関
し
て
は
、
今
後

３
市
で
協
議
し
て
い
く
内
容
で
あ
る
。

■
こ
の
他
に
、
再
開
発
１
の
Ⅱ
街
区
の

１
階
平
面
図
を
配
布
し
て
、
敷
地
内
通

路
の
安
全
性
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
の
退
職
金
を
減
額
す
べ
き

だ
と
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

!
市
長
は
説
明
会
で
「
最
新
の
施
設
、

安
全
な
施
設
を
導
入
す
る
」
と
繰
り
返

し
て
い
る
が
、
ど
こ
で
稼
動
し
て
い
る

施
設
が
安
全
・
最
新
だ
と
言
え
る
の
か
。

!
迷
惑
施
設
周
辺
の
宅
地
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
は
引
き
下
げ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
日
野
市
で
は
火
葬
場
付

近
を
減
免
し
て
い
る
。
!
調
布
市
長
は
、

市
役
所
Ｈ
Ｐ
で
、「
二
枚
橋
を
使
わ
せ

る
こ
と
に
反
対
」
と
９
回
も
言
っ
て
い

る
。
調
布
市
の
土
地
の
提
供
は
１
％
で

焼
却
場
問
題
に
つ
い
て
問
う

焼
却
場
問
題
に
つ
い
て
問
う

防
災
ハ
ン
ド
マ
ッ
プ
作
成

防
災
ハ
ン
ド
マ
ッ
プ
作
成

防
災
無
線
の
見
直
し
を

防
災
無
線
の
見
直
し
を

村
山
秀
貴
（
民
主
党
）

　

!
防
災
ハ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
。

　

総
務
部
長　

東
京
都
が
地
域
防
災
計

画
の
改
訂
作
業
中
。
小
金
井
市
も
改
訂

予
定
で
あ
り
、
検
討
し
た
い
。

　

!
防
災
訓
練
に
つ
い
て
!
現
状
の
訓

練
内
容
。
!
市
職
員
の
災
害
時
の
行
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
持
ち
運
び
可
能
か
。
ポ

ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
作
成
や
デ
ジ
タ
ル
化

を
検
討
し
て
み
て
は
。

　

総
務
部
長　

!
予
知
対
応
型
と
発
生

対
応
型
が
あ
り
、
平
常
時
か
ら
各
関
係

機
関
と
連
絡
を
と
る
訓
練
を
し
て
い
る
。

１
月
に
は
東
京
都
と
図
上
訓
練
も
行
っ

た
。
!
Ａ
４
版　

ペ
ー
ジ
で
携
行
は
難

３５

し
い
の
で
検
討
し
た
い
。

　

!
防
災
行
政
無
線
（
ふ
れ
あ
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
）
が
聞
き
と
り
に
く
い
。
昨
年

６
月
か
ら
２
か
月
ご
と
５
曲
が
放
送
さ

れ
た
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
る
、
一
曲

を
年
間
通
し
て
放
送
な
ど
試
す
べ
き
。

　

市
長　

４
月
以
降
は
決
め
て
い
な
い

の
で
対
応
す
る
方
法
を
考
え
た
い
。
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マ
（
家
庭
福
祉
員
）
の
活
用
に
よ
っ
て

日
常
的
に
子
育
て
の
悩
み
の
相
談
も
で

き
、
育
児
不
安
の
解
消
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
充
実
を
問
う
。
!
保
育
園

に
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。
!
「
親
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を　

年
度
も
実
施
し
な
い
か
。

１９

　

福
祉
保
健
部
次
長　

!
保
育
マ
マ
を

１
名
増
の
６
名
と
す
る
。
!
検
討
し
て

い
き
た
い
。
!
研
究
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

紀
由
紀
子
（
公
明
党
）

　

!
市
民
の
中
に
は
、
納
税
を
し
よ
う

と
し
て
も
、
銀
行
や
郵
便
局
が
開
い
て

い
る
時
間
に
行
け
な
い
人
も
い
る
。
例

え
ば
横
浜
市
で
も
、
市
民
税
や
軽
自
動

車
税
等
々
の
コ
ン
ビ
ニ
納
税
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性

と
共
に
徴
収
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ

と
な
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
で
税
金
を
納
め

ら
れ
る
よ
う
に
し
な
い
か
。

　

市
民
部
次
長　

早
急
に
対
応
し
た
い
。

　

!
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
!
保
育
マ

時
間
対
応
の
コ
ン
ビ
ニ

　

時
間
対
応
の
コ
ン
ビ
ニ

２４２４納
税
を
実
施
し
な
い
か

納
税
を
実
施
し
な
い
か

ご
み
焼
却
場
と

ご
み
焼
却
場
と

周
辺
住
民
の
健
康
被
害
に
つ
い

周
辺
住
民
の
健
康
被
害
に
つ
い
てて

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　
　

年
後
に
ど
こ
に
新
ご
み
焼
却
場
を

１０
つ
く
る
の
か
が
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

市
は
安
全
基
準
を
守
り
最
新
技
術
で
公

害
の
な
い
施
設
を
つ
く
る
と
説
明
し
て

い
る
が
、
水
俣
病
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
な
ど
技
術
過
信
に

よ
り
公
害
被
害
を
拡
大
し
て
き
た
歴
史

が
あ
る
。
!
学
校
健
康
診
断
の
デ
ー
タ

に
基
づ
く
調
査
に
よ
り
、
横
浜
市
、
渋

谷
区
、
東
久
留
米
市
な
ど
で
焼
却
場
に

よ
る
ぜ
ん
そ
く
罹
患
率
へ
の
影
響
は
明

ら
か
だ
。
焼
却
場
周
辺
住
民
の
健
康
被

害
の
現
状
の
認
識
を
問
う
。
!
科
学
的

根
拠
が
未
解
明
で
も
予
防
的
対
策
を
行

う
「
未
然
防
止
の
原
則
」
を
基
本
理
念

と
す
る
小
金
井
市
環
境
基
本
条
例
に
則

り
、
焼
却
処
理
は
避
け
る
べ
き
だ
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

!
ぜ
ん

そ
く
と
焼
却
場
の
因
果
関
係
は
科
学
的

に
証
明
さ
れ
て
い
な
い
。
!
最
近
そ
う

い
う
言
葉
を
知
っ
た
。
全
国
で
稼
働
し

て
い
る
か
ら
安
全
だ
と
考
え
る
。

　

開
発
事
業
技
術
担
当
参
事　

!
個
別

に
換
地
の
位
置
等
を
示
し
次
説
明
会
で

要
望
書
を
元
に
変
更
に
な
っ
た
人
に
説

明
す
る
。
!
清
算
金
の
提
示
は
し
て
い

な
い
。
!
計
画
決
定
の
中
で
説
明
す
る
。

　

!
保
育
園
の
障
害
児
受
入
れ
の
年
齢

制
限
の
見
直
し
と
拡
充
を
求
め
る
。

　

福
祉
保
健
部
次
長　

３
歳
以
上
と
し

て
い
る
が
受
入
れ
を
今
後
検
討
し
た
い
。

受
入
れ
方
法
も
改
善
で
き
る
も
の
が
あ

れ
ば
、
改
善
し
て
い
き
た
い
。

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

!
東
小
金
井
駅
北
口
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
、
地
権
者
・
住
民
の
納
得
と

合
意
な
し
に
事
業
を
進
め
な
い
こ
と
を

求
め
る
立
場
で
質
問
す
る
。
!
仮
換
地

案
個
別
説
明
会
に
つ
い
て
、
全
体
の
換

地
、
路
線
価
な
ど
の
公
開
と
地
権
者
の

合
意
を
得
ら
れ
る
よ
う
繰
り
返
し
開
催

す
る
な
ど
の
検
討
を
求
め
る
。
!
清
算

金
の
負
担
緩
和
と
見
通
し
を
示
し
換
地

と
一
体
に
合
意
す
る
努
力
を
。
!
用
途

地
域
見
直
し
等
は
住
民
合
意
を
求
め
る
。

広
域
的
に
バ
イ
オ
マ
ス

広
域
的
に
バ
イ
オ
マ
ス

事
業
を
展
開
す
べ
き
だ

事
業
を
展
開
す
べ
き
だ

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

!
農
水
省
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
と
し
て
、
本
市

は
平
成　

年
か
ら
生
ご
み
の
肥
料
化
に

１５

取
り
組
ん
で
い
る
が
!
現
状
を
問
う
。

!
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、
多
摩

地
域
で
広
域
的
に
生
ご
み
、
建
設
廃
材
、

廃
油
な
ど
を
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・

エ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
な
ど
に
転
換
す
る
取

組
が
重
要
だ
。
市
長
の
考
え
を
問
う
。

　

環
境
部
長　

!
生
ご
み
の
肥
料
化
の

実
証
実
験
で
は
、
現
在
「
Ｊ
Ａ
東
京
む

さ
し
」
野
菜
生
産
部
の
農
家　

軒
に
使

１８

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

市
長　

!
市
長
会
で
政
策
調
査
会
に

所
属
し
て
い
る
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば

提
案
し
て
い
き
た
い
。

　

!
消
防
庁
の
地
域
安
心
安
全
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
整
備
事
業
の
取
組
と
地
域
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
た
め
の
図

上
訓
練
を
実
施
す
べ
き
だ
。

　

総
務
部
長　

今
後
、
地
域
防
災
計
画

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
仮
称
）

（
仮
称
）市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て

Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
、
市
民
活
動
に
使
用

す
る
道
具
類
も
日
進
月
歩
で
あ
り
、
時

代
の
変
化
に
合
っ
た
設
備
を
備
え
て
欲

し
い
。
!
地
下
の
会
議
室
と
１
階
の
ホ

ー
ル
へ
の
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
み
は
。
!

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
映
画
が
観
れ
る
設
備
は
用
意

で
き
な
い
か
。
!
貸
出
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
数
台
用
意
し
な
い
か
。

　

文
化
施
設
開
設
担
当
課
長　

!
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
基
本
構
想
基
本
計
画
で

も
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
情
報
を
気
軽
に
取

り
出
せ
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
端
末
用
の
配
管
を
敷
設
し
て

い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
も
あ
り

開
館
ま
で
に
検
討
し
た
い
。
!
市
民
交

流
ホ
ー
ル
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
操
作
室

が
あ
り
、
上
映
可
能
で
あ
る
。
!
費
用

の
関
係
も
あ
り
、
今
後
開
館
に
向
け
何

を
整
備
す
る
か
精
査
し
た
い
。

■
そ
の
他
に
平
成　

年
の
市
制
施
行　

２０

５０

周
年
の
企
画
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

新
焼
却
場
建
設
問
題

新
焼
却
場
建
設
問
題

に
つ
い
て
問
う

に
つ
い
て
問
う

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

!
将
来
の
ご
み
処
理
施
設
建
設
計
画

を
立
て
る
場
合
、
小
金
井
市
の
方
針
を

見
直
し
、
小
規
模
な
施
設
で
あ
れ
ば
、

１
万
!
の
敷
地
面
積
は
必
要
な
い
の
で
、

見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
善

通
寺
市
、
名
古
屋
市
な
ど
の
先
進
事
例

に
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
!
生
ご
み
分
別

の　

年
計
画
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い

１０
か
。
!
生
ご
み
リ
ー
ダ
ー
を
増
や
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
!
生
ご
み
の
メ
タ
ン

ガ
ス
化
な
ど
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

!
ご
み
の
焼
却
処
理
量
を
抑
え
れ
ば
、

敷
地
面
積
は
５
千
!
で
も
で
き
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
市
の
案
を
見
直
さ

な
い
か
。

　

市
長　

生
ご
み
な
ど
今
後
燃
や
さ
な

い
方
法
を
と
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

!
今
後

の
検
討
課
題
で
あ
る
。
!
対
応
し
た
い
。

!
検
討
課
題
と
す
る
。
!
何
ら
か
の
対

応
を
し
た
い
。
!
処
理
量
が
変
わ
っ
て

も
面
積
は
変
わ
ら
な
い
。

都
の
福
祉
後
退
と
三
多
摩

都
の
福
祉
後
退
と
三
多
摩

格
差
解
消
の
対
応
を
問
う

格
差
解
消
の
対
応
を
問
う

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

!
石
原
知
事
は
「
三
多
摩
格
差
は
無

く
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
多
摩
振
興
」

と
し
て
大
型
幹
線
道
路
建
設
な
ど
の

「
多
摩
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
勝
手
に
つ
く
っ
て
三
多
摩
に
押

し
付
け
た
。
し
か
し
三
多
摩
格
差
は
解

消
し
て
い
な
い
。
市
の
見
解
を
問
う
。

　

市
長　

三
多
摩
格
差
は
あ
る
。
格
差

解
消
の
た
め
言
う
べ
き
こ
と
は
言
っ
て

い
く
。
多
摩
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
突
如
市
長
会
に
示
さ
れ
た
が
、

最
終
的
に
は
受
け
入
れ
た
。

　

!
平
成　

年
４
月
に
多
摩
の
保
健
所

１６

が
７
に
減
ら
さ
れ
、
６
項
目
８
事
業
が

市
に
移
管
さ
れ
た
。
市
の
対
応
は
そ
の

後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

権
限
が
委
譲
さ
れ

て
も
財
源
は
い
つ
切
ら
れ
る
か
わ
か
ら

な
い
。
永
久
に
補
助
し
て
欲
し
い
と
要

望
し
て
い
る
。
職
員
配
置
も
本
当
に
困

惑
し
た
が
、
増
員
し
職
務
を
執
行
し
て

い
る
。

稲
葉
市
政
８
年
間
が

稲
葉
市
政
８
年
間
が

市
民
生
活
に
及
ぼ
し
た
影
響

市
民
生
活
に
及
ぼ
し
た
影
響

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

!
!
駅
前
開
発
に
充
て
る
基
金
が
８

年
間
で　

億
９
千　

万
円
増
え
て
い
る
。

１２

１４４

一
方
、
財
源
確
保
に　

億
８
千　

万
９

１２

５７５

千
円
、
市
民
か
ら
負
担
を
求
め
て
い
る
。

市
長
の
認
識
を
伺
う
。
!
市
民
参
加
で

決
め
ら
れ
た
内
容
を
、
市
長
が
受
け
入

れ
な
い
状
況
が
あ
る
。
市
民
参
加
条
例

と
の
兼
ね
合
い
で
、
ど
の
よ
う
な
認
識

を
持
っ
て
い
る
か
。

　

市
長　

!
新
規
事
業
も
あ
る
こ
と
を

認
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
!
上
が
っ
て

き
た
も
の
が
す
べ
て
そ
の
ま
ま
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
面

か
ら
判
断
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

!
改
定
障
害
者
基
本
法
で
は
国
、
地

方
自
治
体
に
福
祉
の
増
進
、
差
別
の
防

止
、
障
害
者
の
自
立
及
び
社
会
参
加
の

支
援
の
責
務
を
課
し
て
い
る
。
部
局
は

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

今
後
、
庁
内
で
趣

旨
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
よ
う
に
調
整

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

東
小
金
井
駅
北
口
区
画
整
理

東
小
金
井
駅
北
口
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
問
う

事
業
に
つ
い
て
問
う
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平
成　

年
度
施
政
方
針
に
対
す
る

１９

各
会
派
の
質
疑
（
日
曜
議
会
）

 　

伊
藤　

ご
み
処
理
に
つ
き
、
!

平
成　

年
か
ら
５
年
間
の
小
金
井

１８

市
基
本
構
想
の
可
燃
ご
み
共
同
処

理
実
施
計
画
は
。
!
新
ご
み
処
理

施
設
建
設
場
所
に
地
下
の
検
討
は
。

!
ガ
ス
化
溶
融
炉
の
検
討
は
。

　

市
長　

!
財
政
フ
レ
ー
ム
で
環

境
基
金
積
み
増
し
、
ロ
ー
リ
ン
グ

で
見
直
し
。
!
市
民
検
討
委
で
地

下
が
提
案
さ
れ
る
必
要
。
!
処
理

方
式
検
討
委
で
議
論
さ
れ
る
。

　

遠
藤　

燃
や
す
ご
み
の　

％
を

５６

占
め
る
生
ご
み
の
水
分
含
有
率
は

約　

％
で
す
。
水
切
り
を
徹
底
す

５０
る
こ
と
で
更
に
減
量
効
果
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
切

り
器
具
を
使
っ
て
の
協
力
を
市
民

自
由
民
主
ク
ラ
ブ

に
呼
び
か
け
な
い
か
。

　

市
長　

水
切
り
の
徹
底
で
大
幅

な
減
量
が
期
待
で
き
る
。
市
民
の

方
々
に
お
願
い
を
し
て
い
き
た
い
。

■
他
に
子
ど
も
マ
ラ
ソ
ン
を
提
案
。

　

露
口　

!
平
成　

年
度
予
算
で

１９

コ
コ
バ
ス
運
行
の
実
施
は
可
能
か
。

!
前
原
一
、
二
丁
目
交
通
不
便
地

域
の
運
行
計
画
に
と
ど
ま
ら
ず
、

中
町
一
、
四
丁
目
も
考
慮
し
た
ル

ー
ト
を
お
願
い
し
た
い
。

　

市
長　

!
平
成　

年
度
の
後
半

１９

に
は
走
ら
せ
た
い
。
!
前
原
町
一
、

二
丁
目
、
中
町
一
、
四
丁
目
の
方

々
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
ル
ー

ト
を
考
え
る
。

　

中
根　

先
駆
型
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
は
如
何
な
る
タ
イ

プ
の
施
設
か
。
ま
た
保
育
園
に
入

れ
て
も
ら
え
な
い
子
ど
も
の
た
め

に
、
必
要
な
時
に
必
要
な
数
だ
け

募
集
す
る
保
育
マ
マ
さ
ん
制
度
を
。

　

市
長　

現
在
の
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
さ
ら
に
強

化
し
つ
つ
特
に
児
童
虐
待
に
関
す

る
取
組
を
一
層
推
進
す
る
も
の
。

　

今
後
も
今
の
家
庭
福
祉
員
制
度

を
維
持
し
保
育
の
充
実
を
図
る
。

　

高
木　

３
期　

年
ま
で
が
多
選

１２

批
判
さ
れ
な
い
風
潮
が
あ
り
ま
す
。

市
長
は
２
期
連
続
当
選
後
、
武
蔵

小
金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
の
混

乱
を
収
拾
す
る
為
、
任
期
途
中
で

辞
職
し
、
２
期
目
３
選
を
果
た
さ

れ
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
も
混
乱
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
正
確
に
は
何

期
目
の
挑
戦
な
の
で
す
か
。

　

市
長　

３
期
目
と
な
り
ま
す
。

　

高
木　

多
選
は
該
当
し
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

 　

野
見
山　

!
過
去
と
比
べ
今
年

度
の
施
政
方
針
は
抽
象
的
だ
。
今

後
は
達
成
手
段
や
数
値
目
標
を
入

れ
る
べ
き
。
!
教
育
委
員
会
へ
の

国
の
関
与
を
強
化
す
べ
き
で
な
い
。

教
育
委
員
会
人
事
の
公
募
制
を
。

　

市
長　

!
昨
年
３
月
に
後
期
基

本
計
画
を
策
定
し
た
の
で
そ
れ
に

沿
っ
た
。
施
政
方
針
の
中
で
は
明

確
な
数
値
を
測
れ
な
い
。
!
国
は

必
要
以
上
の
介
入
を
す
べ
き
で
な

い
。
公
募
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

　

漢
人　

深
刻
化
す
る
地
球
温
暖

化
へ
の
自
治
体
の
果
た
す
役
割
は

大
き
い
。
市
の
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
に
言
及
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

市
長　

先
進
国
は
生
活
を
変
え

み

ど

り

の

風

る
必
要
が
あ
る
。
策
定
中
の
計
画

で
具
体
的
取
組
の
方
向
を
示
す
。

　

漢
人　

ご
み
焼
却
場
、
駅
前
再

開
発
は
温
暖
化
を
促
進
さ
せ
る
。

　

市
長　

影
響
は
あ
る
が
必
要
。

温
暖
化
ガ
ス
削
減
の
努
力
を
す
る
。

　

小
山　

施
政
方
針
に
は
「
い
じ

め
の
根
絶
」「
虐
待
の
防
止
や
早
期

発
見
」
と
あ
る
。
虐
待
も
い
じ
め

も
子
ど
も
の
権
利
の
侵
害
で
あ
る
。

答
申
の
条
例
案
で
も
対
応
で
き
る

こ
と
か
ら
、
権
利
を
保
障
す
る
条

例
を
早
急
に
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

子
ど
も
た
ち
に
も
果
た

し
て
い
く
役
割
・
責
務
が
あ
り
、

そ
の
辺
が
解
決
で
き
な
い
と
、
私

が
提
案
す
る
の
は
難
し
い
。

　

青
木　

市
長
は
「
子
育
て
の
す

ば
ら
し
さ
、
家
族
の
価
値
を
社
会

全
体
で
共
有
す
る
意
識
改
革
を
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」と
述

べ
て
い
る
。
特
定
の
価
値
観
に
誘

導
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
で
、
少

子
化
問
題
を
解
決
で
き
る
の
か
。

　

市
長　

子
ど
も
は
生
み
た
い
、

育
て
た
い
、
し
か
し
つ
ら
い
と
言

っ
た
ら
、
少
し
で
も
軽
減
す
る
施

策
だ
と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

渡
辺　

焼
却
場
問
題
に
つ
い
て
。

!
小
金
井
市
の
可
燃
ご
み
１
万
９

千
ト
ン
の
内
、
国
分
寺
分
６
千
ト

ン
を
除
く
１
万
３
千
ト
ン
に
つ
い

て
、
確
実
な
返
事
は
来
て
い
る
か
。

!
そ
の
行
方
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま

出
馬
表
明
し
た
の
は
無
責
任
で
は

な
い
か
。
!
国
分
寺
市
と
調
整
の

上
で
、
検
討
委
へ
は
白
紙
諮
問
を
。

　

市
長　

!
決
ま
っ
た
の
は
国
分

寺
市
だ
け
。
!
私
が
決
め
る
こ
と
。

!
２
か
所
を
諮
問
す
る
。

 　

宮
下　

!
駅
前
の
文
化
施
設
を

中
心
と
し
た
街
の
に
ぎ
わ
い
を
期

待
し
て
い
る
。
市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
問
う
。
!
給
食
の
民
間
委
託
等
、

行
革
を
ど
う
拡
大
す
る
の
か
。

　

市
長　

!
市
民
が
使
う
施
設
こ

そ
便
利
な
所
に
あ
る
べ
き
。
文
化

に
よ
り
市
の
底
力
が
発
揮
さ
れ
る
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
や
南
口
再
開

発
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
!

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
不

断
の
努
力
で
行
革
に
取
り
組
む
。

　

紀　

!
男
女
共
同
参
画
へ
の
庁

内
で
の
取
組
は
。
!
学
校
は
子
ど

も
の
幸
せ
の
た
め
の
場
だ
。
い
じ

め
根
絶
の
対
策
を
問
う
。

　

市
長　

!
４
月
か
ら
の
組
織
改

正
で
企
画
政
策
に
職
員
を
置
き
男

女
共
同
参
画
施
策
を
全
庁
的
に
発

信
し
た
い
。
!
小
中
学
校
で
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
相
談
回

数
を
週
１
回
か
ら
２
回
に
増
や
し
、

小

金

井

市

議

会

公

明

党

教
育
相
談
機
能
の
充
実
と
各
学
校

で
人
権
教
育
の
樹
立
を
図
る
。

　

和
田　

!
深
刻
化
す
る
地
球
温

暖
化
な
ど
地
球
的
規
模
で
ご
み
問

題
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
資
源

循
環
型
の
仕
組
み
を
つ
く
り　

世
２１

紀
の
最
新
の
ご
み
処
理
場
の
建
設

を
求
め
た
い
。
!
武
蔵
小
金
井
駅

南
口
再
開
発
は
１
の
２
街
区
が
着

工
、
１
の
１
、
１
の
３
街
区
が
３

月
末
着
工
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

が
遅
れ
る
と
、
市
民
の
期
待
を
裏

切
り
、
権
利
者
へ
の
深
刻
な
影
響

が
出
る
と
思
う
が
。

　

市
長　

!
な
く
て
は
な
ら
な
い

施
設
で
、
こ
れ
か
ら
市
民
を
交
え

た
検
討
委
員
会
が
始
ま
る
。
近
代

技
術
を
導
入
し
建
設
場
所
に
な
る

地
域
の
方
々
へ
の
還
元
も
検
討
す

る
。
!
一
部
建
物
が
残
っ
て
い
る

が
、
理
解
い
た
だ
く
よ
う
努
力
す

る
必
要
が
あ
る
。
事
業
が
停
滞
す

れ
ば
、
市
も
市
民
も
困
る
。
議
会

に
も
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
完
成

に
向
け
努
力
し
た
い
。

 　

小
川　

!
出
馬
表
明
は
、
２
月

で
は
遅
く
次
年
度
の
施
政
方
針
・

予
算
編
成
方
針
が
決
ま
る　

月
に

１２

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

予
算
の
編
成
方
針
が
決

ま
っ
た　

月
あ
た
り
で
言
う
べ
き

１２

だ
っ
た
。
し
か
し
、
喫
緊
の
課
題

の
ご
み
問
題
で
延
び
延
び
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

!
今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
小
金

井
市
が
行
革
・
財
政
再
建
に
取
り

組
み
、
遅
れ
あ
る
い
は
先
延
ば
し

さ
れ
て
き
た
再
開
発
な
ど
ハ
ー
ド

面
の
整
備
一
辺
倒
か
ら
変
わ
る
節

目
の
年
で
は
。

　

市
長　

財
政
再
建
は
道
半
ば
で

す
が
、
年
間
で　

億
円
の
基
金
が

１５

民

主

党

小

金

井

市

議

団

積
め
る
な
ど
財
政
的
に
あ
る
程
度

の
余
裕
と
明
る
さ
は
見
え
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
ハ
ー
ド
だ
け
で
な

く
ソ
フ
ト
の
部
分
で
ど
の
よ
う
な

政
策
を
打
ち
出
す
か
が
問
わ
れ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

　

!
新
ご
み
焼
却
施
設
建
設
に
向

け
市
民
参
加
は
大
変
重
要
で
す
。

具
体
策
を
お
聞
き
し
た
い
。

　

市
長　

市
民
参
加
に
よ
る
建
設

場
所
等
選
定
委
員
会
で
協
議
し
て

い
た
だ
き
、
平
成　

年
８
月
に
答

２０

申
を
い
た
だ
く
。
そ
の
後
、
市
民

説
明
会
な
ど
重
ね
平
成　

年
２
月

２１

に
建
設
場
所
を
決
定
、
さ
ら
に
新

施
設
の
建
設
の
基
本
計
画
策
定
に

お
き
ま
し
て
も
市
民
参
加
を
取
り

入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

!
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地

区
の
事
業
化
に
向
け
た
市
の
取
組

は
。

　

市
長　

市
と
し
て
き
ち
ん
と
事

業
化
す
る
と
言
う
情
報
を
発
信
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

!
こ
れ
ま
で
の
行
革
で
積
み
残

し
た
事
務
系
職
員
も
現
業
の
職
員

も
一
緒
の
賃
金
表
の
改
正
を
。

　

市
長　

給
与
制
度
改
革
の
課
題

の
一
つ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

 　

森
戸　

日
本
共
産
党
を
代
表
し

て
、
質
問
す
る
。

　

!
ま
ず
稲
葉
市
長
の
８
年
間
の

３
つ
の
異
常
な
市
政
運
営
に
つ
い

て
、
市
長
に
反
省
を
求
め
、
見
解

を
伺
う
。
!
第
１
の
異
常
は
、
市

民
生
活
が
最
重
要
課
題
に
な
ら
な

か
っ
た
異
常
さ
で
あ
る
。
!
第
２

に
、
市
民
参
加
は
名
ば
か
り
で
市

民
の
声
を
無
視
し
た
や
り
方
は
異

常
で
あ
る
。
!
所
得
の
格
差
の
広

が
り
は
小
金
井
市
に
も
影
響
が
出

て
い
る
が
、
国
や
東
京
都
の
言
い

な
り
で
、
市
民
へ
の
負
担
増
は
無

関
心
の
異
常
で
あ
る
。

　

市
長　

!
き
ち
ん
と
ま
ち
を
つ

く
る
と
い
う
の
も
市
民
サ
ー
ビ
ス

だ
。
市
民
参
加
を
す
す
め
て
き
た

と
い
う
自
負
を
持
っ
て
い
る
。
!

私
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
が
最
優
先
で
あ
る
。
!

格
差
の
広
が
り
は
実
感
し
て
い
る
。

日

本

共

産

党

小

金

井

市

議

団

市
と
し
て
言
え
る
こ
と
に
対
し
、

発
言
し
て
い
る
。

　

!
新
焼
却
場
建
設
の
真
の
解
決

の
道
は
、
市
民
の
合
意
と
参
加
に

よ
っ
て
行
う
べ
き
で
あ
り
、
市
民

検
討
委
員
会
は
、
ご
み
の
減
量
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て

議
論
す
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

検
討
委
員
会
で
、
地
球
環
境
を
守

る
立
場
か
ら
議
論
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

市
長　

ご
み
を
円
滑
に
処
理
す

る
た
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ

て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

!
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
の　

億
９２

円
の
市
役
所
建
設
は
リ
ー
ス
庁
舎

の
賃
借
料
、
ジ
ャ
ノ
メ
工
場
用
地

の
取
得
費
な
ど
で　

億
円
。
市
民

２６６

に
犠
牲
を
負
わ
せ
る
税
金
の
無
駄

遣
い
で
あ
り
、
見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

市
長　

き
ち
ん
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の
役

割
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
け
ば
、

必
要
で
あ
る
。

え
た
検
討
委
員
会
で
議
論
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　

市
長　

都
立
公
園
内
に
と
の
声

も
あ
る
。
難
し
い
問
題
は
あ
る
が

市
民
検
討
委
員
会
で
出
れ
ば
再
検

討
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

!
小
金
井
市
の
活
性
化
に
、
行

政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
武
蔵

小
金
井
駅
を
特
別
快
速
電
車
の
停

車
駅
に
す
る
運
動
を
行
う
べ
き
だ
。

　

市
長　

施
政
方
針
で
示
し
た
様

に
関
係
団
体
と
協
調
関
係
を
持
っ

て
進
め
る
努
力
を
す
る
。

　

!
広
報
、
救
護
を
担
当
す
る
女

性
団
員
や
昼
夜
を
分
け
て
担
当
す

る
団
員
等
個
別
任
務
を
与
え
ら
れ

る
機
能
別
消
防
団
、
団
員
を
制
度

化
出
来
な
い
か
。

　

市
長　

先
進
市
を
参
考
に
し
て

対
応
を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

 　

篠
原　

!
新
焼
却
施
設
建
設
候

補
地
選
定
に
関
し
て
現
在
挙
げ
ら

れ
て
い
る
２
か
所
の
他
に
、
煙
突

の
高
さ
や
近
隣
の
問
題
等
を
考
慮

し　

ｍ
〜　

ｍ
以
内
に
民
家
が
な

２００

３００

い
場
所
を
探
す
作
業
を
市
民
を
加

改

革

連

合

!
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議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席付　
　

託　
　

先

請願 ・陳情の 審議 結果 （その１） 会派名（人数）※議長は除く
改
革
連
合 
!

日
本
共
産
党 
!

民　

主　

党 
!

公　

明　

党 
!

み
ど
り
の
風 
!

自
由
民
主 
!要　　　　　　　　旨件　　　　名

不採択×○××○×駅武蔵小金井駅南口改札に近い容積６００％の１－２街区より、同駅南口改札に遠い容積
５００％の１－３街区の方が、どうして地価が高くなるのかの説明を求めるもの

駅改札に近く容積６００％の１－２街区より改札に遠い容積５００％の１－
３街区の方が地価が高くなるのかの説明を求める陳情書

不採択×○××○×駅
１－１街区の東側壁面の位置の制限が、都市計画法上適法か否か等について、市・顧
問弁護士・都等の見解と根拠を明らかにし、適切適法でないと判断される場合、必要
な措置を講じることを求めるもの

１－１街区の東側壁面の位置の制限が、都市計画法上適法か否か、都基
準に合致するか否かに関し究明を求める陳情書

不採択×○××○×駅
１－２街区の北側壁面の位置の制限が、都市計画法上適法か否か等について、市・顧
問弁護士・都等の見解と根拠を明らかにし、適切適法でないと判断される場合、必要
な措置を講じることを求めるもの

１－２街区（２５階建て）の北側壁面の位置の制限が、都市計画法上適法
か否か、都基準に合致するか否かに関する陳情書

不採択×○××○×駅
１－２街区の南側壁面の位置の制限が、都市計画法上適法か否か等について、市・顧
問弁護士・都等の見解と根拠を明らかにし、適切適法でないと判断される場合、必要
な措置を講じることを求めるもの

１－２街区の南側壁面の位置の制限が、都市計画法上適法か否か、都基
準に合致するか否かに関する陳情書

不採択×○××○×駅
１－３街区の北側壁面の位置の制限が、都市計画法上適法か否か等について、市・顧
問弁護士・都等の見解と根拠を明らかにし、適切適法でないと判断される場合、必要
な措置を講じることを求めるもの

１－３街区の北側壁面の位置の制限が、都市計画法上適法か否か、都基
準に合致するか否かに関して究明を求める陳情書

不採択×○××○×駅
１－３街区の西壁面の位置の制限が、都市計画法上適法か否か等について、市・顧問
弁護士・都等の見解と根拠を明らかにし、適切適法でないと判断される場合、必要な
措置を講じることを求めるもの

１－３街区の西壁面の位置の制限が、都市計画法上適法か否か、都基準
に合致するか否かに関して、貴議会による究明を求める陳情書

不採択×○××○×駅
１－１街区の広場敷地の一部に壁面の位置の制限から外れる区域があることに関して
適切か否かについて、市及び都市再生機構の見解と根拠を明らかにし、不適切と判断
される場合、必要な措置を講じることを求めるもの

１－１街区の広場敷地の一部に壁面の位置の制限から外れる区域があ
ることに関して、貴議会による究明を求める陳情書

不採択×○××○×駅
１－３街区の北西角部分に壁面の位置の制限から外れる区域があることに関して適切
か否かについて、市及び都市再生機構の見解と根拠を明らかにし、不適切と判断され
る場合、必要な措置を講じることを求めるもの

１－３街区の北西角部分に壁面の位置の制限から外れる区域があるこ
とに関して、貴議会による究明を求める陳情書

不採択×○××○×駅フェスティバルコートの各街区内の、所有形態、床所有者別の面積内訳を明らかにす
ることを求めるもの

再開発広場に関して、地表の工作物、樹木などの所有形態等を明らかに
するよう求める陳情書

採択○○○○○○駅

!メタセコイアの根は、どの程度まであると推定されるのか!大規模商業施設の駐輪
場の天井構造は、地下何メートル程度のところに来るのか!施行者である都市再生機
構は、本当に残存させることが可能と判断しているのか、以上を明らかにするよう求
めるもの

再開発広場に、メタセコイアの巨樹を本当に残存させることは可能なの
か、明らかにするよう求める陳情書

採択○○○○○○駅
フェスティバルコート内に自転車が放置された場合、民有地部分に関しては、条例が
定める「放置駐輪」には該当せず、公権力では撤去できないと思われるが、市の見解
を明らかにする等を求めるもの

再開発地区内のフェスティバルコート（お祭り広場）に関して、放置駐
輪にどのように対処するのか、明らかにするよう求める陳情書

採択○○○○○○駅フェスティバルコートの路面・工作物・樹木等の維持管理費は誰がどのように負担す
るのか、明らかにする等を求めるもの

再開発広場に関して、維持管理費は誰がどのように負担するのか、負担
に関する合意はあるのか、明らかにするよう求める陳情書

不採択×△○×○×駅
フェスティバルコートを「公共的空間」として位置付けるなら、市以外の土地所有者
に関しては、固定資産税の免除が行われて当然だと思われるが、市の見解を求めるも
の

再開発広場に関して、市は地主に借地料の支払いと、固定資産税・都市
計画税の免除をするのかを明らかにするよう求める陳情書

不採択×○××○×駅

!フェスティバルコートに関する大地主との合意状況!大地主から、市に対して「借地
料」が請求された場合、応じるのか!大地主から、相続などの事由で、市にフェステ
ィバルコート用地の買い取り請求があった場合には、応じるのか、以上を明らかにす
るよう求めるもの

再開発広場に関して、大地主から、借地料の要求、買い取請求が行なわ
れた場合の市の対応を明らかにするよう求める陳情書

不採択×○××○×駅
各街区の土地単価の算定方式について、不動産鑑定の内容も含めて明らかにし、１－
３街区が１－２街区より割高になるメカニズムについて、市民に明らかにする等を求
めるもの

武蔵小金井駅南口再開発事業に関する陳情書

不採択×△××○３
△２×駅都市再生機構が、自らの所有地に関して「権利変換逃れ」を行った動機と手法、これ

までの同種の事例を明らかにする等を求めるもの都市再生機構の「権利変換逃れ」の徹底究明を求める陳情書

採択×○○×○×総!運行時間を午前７時からとし、夜も現状より延長する!１時間２本の現状を３本に
する等を求めるものココバス「東町・中町循環」の改善を求める陳情書

不採択××○２
×２×○４

×１×総
住居手当の積算根拠、金額決定の経過を明らかにし、来年度は、近隣市の中で住居手当
が２位である三鷹市を下回る額に引き下げ、再来年度以降は、近隣市平均程度の上限
額にすることを求めるもの

近隣市の２倍以上の額になっている「職員住居手当」の支給額を早急に
削減するよう求める陳情書

不採択×△××○２
×３×駅都及び市の顧問弁護士等、法的識見を有する方・機関に法的問題・都基準との整合性・

地区計画との整合性を確認し、公表する等を求めるもの
再開発１－!街区敷地内通路を、「都基準」「地区計画」に反して、恒常
的に車道化することに断固反対する陳情書

採択×○○×○○１
×４建地域拡大格差の是正と少子高齢化社会に対処するまちづくりを求めるもの地域高齢化対応のまちづくりを求める陳情書

不採択×○××○２
△３×建蛇の目ミシン跡地を焼却場候補地から除外し、計画どおり、市役所庁舎・文化センタ

ーなどを構想・計画することを求めるもの
蛇の目ミシン工場跡地（現在のリサイクル事業所）への焼却場建設に反
対する陳情書

不採択×○××○×建市民検討委員会の設置にあたっては、事前に、規則や委員の構成などについて検討す
る市民参加の場を設け、公募の市民枠を多くすること等を求めるもの

（仮称）新焼却施設建設場所選定等市民検討委員会を、徹底した市民参
加の場とすることを求める陳情書

採択×○○×○×建自転車運行者及び歩行者の安全確保対策と安全道路管理等を求めるもの道路交通の安全対策を求める陳情書

採択×○○×○×総
市長に、市民参加条例施行規則にパブリック・コメントの回答についての標準処理期間
とその期間内に回答できないときにはその理由と回答までの期間を示すことを定める
こと等を求めるもの

パブリック・コメントの回答に標準処理期間を定めることを求める陳情
書

不採択×○○１
×３×○×建市長が考える「安全な施設」「最新の施設」とは、現時点でいうと、全国のどこにある、

どういう処理方式の施設なのか明らかにする等を求めるもの
「安全な最新の焼却場」は具体的にどこにあるのかを明らかにするよう
求める陳情書

不採択×○××○×駅
!交通事故が起きた場合、刑法で裁かれるのか、道路交通法で裁かれるのか!前項の
場合、それに対応する刑事罰にどのような違いがあるのか等を明らかにするよう求め
るもの

武蔵小金井駅南口再開発１－!街区（超高層マンション）北側敷地内通
路での交通事故責任の所在を明らかにするよう求める陳情書

不採択×○○２
△２×○１

×４×駅再開発の工事スケジュールを変更し、駅前ロータリーの整備を最優先で行い、仮設店
舗で営業している方々に、営業上の迷惑がかからないよう最大限の配慮を求めるもの

再開発の工事スケジュールを変更して駅前ロータリーを最優先で整備
することを求める陳情書

趣旨
採択○○○○○○駅下り線切り換え、あるいは上り線も含めた完全切り換えの直前に、記念行事として、希

望する市民が高架橋の上を歩くことができるイベントの実施を求めるもの
高架線開通前に、高架橋の上を市民が歩けるイベントの実施をお願いす
る陳情書

不採択×△××○１
×４×議!市議会に「市議会史編集委員会」を設置する。!既発行の「小金井市議会史」を、

写真を含めて市議会ホームページで読めるようにする等を求めるものインターネット版「小金井市議会史」の作成をお願いする陳情書

付託先略称　総：総務企画委員会　建：建設環境委員会
　　　　　　議：議会運営委員会　駅：駅周辺整備調査特別委員会
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賛
成
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

第
一
に
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
、

住
宅
が
密
集
し
て
お
り
最
悪
の
立

地
。
第
二
に
跡
地
は
庁
舎
と
文
化

セ
ン
タ
ー
予
定
地
と
し
て
購
入
し

た
も
の
で
、
正
反
対
の
施
設
は
理

解
を
得
ら
れ
な
い
。
第
三
に
、
選

定
手
続
が
杜
撰
。
市
民
参
加
は
一

切
な
し
、
市
民
説
明
会
も
な
し
、

と
い
う
決
め
方
は
市
民
参
加
条
例

に
違
背
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

稲
葉
市
長
は
、
徹
底
し
た
情
報

公
開
と
市
民
参
加
を
行
う
こ
と
無

し
に
今
直
面
し
て
い
る
ご
み
問
題

の
解
決
の
道
は
無
い
こ
と
を
肝
に

銘
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
私
は
生
ご

み
全
量
資
源
化
な
ど
に
よ
る
大
幅

な
ご
み
減
量
を
行
い
、
小
規
模
な

施
設
で
現
実
的
な
候
補
地
を
探
す

と
い
う
方
向
で
、
ご
み
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

斎
藤
康
夫
（
民
主
党
）

　

こ
の
陳
情
は
表
題
・
内
容
共
に

当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
充
分
理
解

で
き
る
。
し
か
し
、
市
長
が
提
示

し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
納
得
で
き

る
も
の
で
は
な
い
が
、
相
手
市
と

合
意
さ
れ
て
お
り
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
存
在
す
る
以
上
、
陳
情
の
趣
旨

は
実
現
で
き
な
い
の
で
、
残
念
で

は
あ
る
が
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
場
跡
地（
現
在

の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
）へ
の
焼

却
場
建
設
に
反
対
す
る
陳
情
書

（
仮
称
）新
焼
却
施
設
建
設
場
所
選
定
等

市
民
検
討
委
員
会
を
、徹
底
し
た
市
民
参

加
の
場
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席
会派名（人数）　※議長は除く

改
革
連
合　
（２）

日
本
共
産
党　
（４）

民　

主　

党　
（４）

公　

明　

党　
（３）

み
ど
り
の
風　
（５）

自
由
民
主　
（５）要　　　　　　　　　　　　旨件　　　　　　名

原　案
可　決

△○○○２
△１○×

柳沢厚生労働大臣は、女性について「産む機械、装置の数は決まっているから、後は一人頭で頑張ってもらうし
かない」と発言した。女性の人権を無視するものであり、許されるものではない。また、国が、人々の生き方や
家族の形態にまで介入するべきではなく、厚労相としての資質が疑われる。よって柳沢大臣の辞任を求める。

柳沢厚生労働大臣の辞任を求める意見
書

原　案
可　決

○○○１
△３○○○

生まれながらに心と体が一致しない性同一性障害者が戸籍上の性別変更を希望する場合に法的な制限がある。そ
のため特例法の「現に子がいないこと」の要件削除を含む性別変更要件の緩和をすること。また性別変更の要件
に「性別適合手術を」としている。そうであれば、性同一性障害治療に健康保険の適用をすべきである。

性同一性障害の差別改善を求める意見
書

原　案
可　決

○○○○○○
戸籍の公開制度を悪用して、他人の戸籍謄抄本を不正取得、不正利用する事件が相次いでいる。戸籍は個人の身
分事項、家族関係などの情報が満載されており、そのプライバシーを保護する観点から、早急に戸籍の公開制度
を見直すと共に、不正請求・不正利用に対する罰則を強化すべきである。戸籍法改正の早期実現を強く要望する。

公開制度見直しなど戸籍法の早期改正
を求める意見書

原　案
可　決

○○○○○○
近年、小児科や産婦人科の医師不足が深刻な問題となっている。また、看護師や助産師の不足も同様である。問
題解決のため、地域医療の再構築に向けた総合的なビジョンを策定することが必要である。医師不足が指摘され
る科目の診療報酬の見直しも図るべきである。更に出産・分娩の無過失補償制度の創設も求めたい。

医師不足を解消し、安心できる地域医
療体制の確保を求める意見書

原　案
可　決

○○○○○○
昨年６月「がん対策基本法」が制定されたが、①医療従事者への緩和ケアの研修②放射線治療の専門医の育成③
がん登録に必要な患者の罹患、転帰その他の状況把握④がん検診の推進と質の向上⑤がん研究の推進、などの施
策を含む「がん対策基本計画」を一日も早く政府で閣議決定し、国会に報告すべきである。

「がん対策推進基本計画」の早期決定
を求める意見書

原　案
可　決

×○○○○×
政府の教育再生会議は、教育委員会制度の見直しに関する提言案をまとめ、国の関与を強化する内容を盛り込ん
だ。これは、教育委員会への国家統制につながりかねず、問題である。さらに、地方分権の流れにも逆行する。
よって小金井市議会は、教育委員会の国家統制につながる制度の見直しに反対する。

教育委員会への国家統制につながる教
育委員会制度見直しに反対する意見書

原　案
可　決

○○○△○×
政府・与党は、年４５５時間上限時間を越えても働かせることができる残業代割増率の引上げの先行実施を検討して
いる。一方、ホワイトカラー・エグゼンプションを伴う労働法制改悪案の提出を参院選後にねらっている。この
内容は無制限の長時間・超過密労働、健康と生活破壊が深刻となる。よって法案提出の断念を求める。

ホワイトカラー・エグゼンプションを
導入する労働法制改悪案の撤回を求め
る意見書

原　案
可　決

×○○△○×
政府は、今国会に最低賃金法の改定案を提出する予定である。日本でも最低賃金で働いても貧困にならない社会
を目標にして、労働者の平均的所得の５割をめどに抜本的な引上げを図るとともに、全国一律の制度として、底
上げが求められている。よって最低賃金の抜本的な引上げと全国一律制度とすることを求める。

最低賃金の抜本的な引上げと全国一律
の制度とすることを求める意見書

原　案
可　決

△○○○○×
伊吹文部科学大臣は、人権を「食べ過ぎれば日本社会は人権メタボリック症候群になる」と発言した。誠に不適
切な発言であり、看過しえない。また、「大和民族が日本の国を統治してきた。極めて同質的な国」とも語った。
この発言は事実誤認であり、伊吹大臣の人権感覚の欠如を示すものと言える。よって、安倍内閣に猛省を求める。

たびかさなる閣僚の人権軽視発言に対
し、安倍内閣の猛省を求める意見書

※可決された意見書は、国等の関係機関に送付しました。原稿は提案議員が作成しております。
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不採択×○△×○×建
本年２月から５月に国分寺市と「基本的考え方」をまとめると聞いているが、両市で
合意する前にパブリックコメントを実施して、最終的な内容に反映させる等を求める
もの

焼却場候補地選定市民検討委員会の審議に資するパブリックコメント
の実施を求める陳情書

採択○○○○○○４
×１建平等性を担保する観点から、検討委員会の中からの提案で候補地に加えられた地域か

らも、委員を追加することを求めるもの焼却場候補地選定市民検討委員会の委員追加を求める陳情書

採択○○○○○○建
検討委員会の議事録は、要点筆記ではなく、市議会の議事録に準じた厳密な議事録と
し、次回委員会の１週間前には、前回議事録を市役所ホームページにアップすること
を求めるもの

焼却場候補地選定市民検討委員会の適正かつ迅速な議事録作成を求め
る陳情書

採択×○○×○×建検討委員会は、委員会の議決で非公開にできるとのことだが、審議事項の重要性に鑑
みて、会議はすべて公開とすることを求めるもの焼却場候補地選定市民検討委員会の会議公開を求める陳情書

不採択×○×２
△２×○×建検討委員会は、審議事項の重要性に鑑みて、条例設置の合議体とすることを求めるも

の焼却場候補地選定市民検討委員会の条例設置を求める陳情書

不採択×○××○×建検討委員会の定数は、２５名では少なすぎるので、少なくとも５０名以上の委員定数とす
ることを求めるもの焼却場候補地選定市民検討委員会の委員定数拡大を求める陳情書

不採択×○××○×建検討委員会には、２候補地を諮問する形式ではなく、白紙で諮問し、その際には、国
分寺市と事前に調整し、混乱が起きないように留意することを求めるもの焼却場候補地選定市民検討委員会への白紙諮問を求める陳情書

採択○○○○○○総ココバス東町循環及び中町循環のバス停それぞれに乗換案内表示を設置することを求
めるものココバス「東大通り南」バス停に乗換案内表示を求める陳情書

不採択×△××
○２
×１
△２

×総市が当事者となる訴訟において、市の訴訟事務費を低減するため、職員による「指定
代理人制度」を積極的に活用することを求めるもの

小金井市が当事者となる裁判において「指定代理人制度」の積極的な活
用を求める陳情書

採択○○○○○○総本年４月の小金井市長選に間に合うように、市長選マニフェストに公費助成を実施す
る条例を制定することを求めるもの「市長選マニフェスト」に公費助成を求める陳情書

付託先略称　総：総務企画委員会　建：建設環境委員会

引 き 続 き 審 査 す る 案 件
総務企画委員会
!庁舎建設基金・庁舎建設予定地取得予算で購入し
た土地を焼却場にすることの適法性の有無を確認
する陳情書

議会運営委員会
!市議会議員のＩＴ度向上を求める陳情書

!次期定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日
割等、議会運営に関する調査
!議会の会議規則、委員会条例等に関する調査
!議会運営に関する議長の諮問事項について

駅周辺整備調査特別委員会
!フェスティバルコートの上に「緑の天井」の設置
を求める陳情書

!高架への完全切り替え時に、開かずの踏切解消を
記念してのイベントの実施等をお願いする陳情書
!中央線連続立体交差化及び駅周辺開発に係る諸問
題の調査

行財政改革調査特別委員会
!行財政の改革を推進することに係る諸問題の調査


